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不明な点が多い．近年, 無核である成熟赤血球中にも豊富に miRNA が含まれることが明らかにさ
れ，それらは脱核前の血球分化過程を反映すると考えられている．これらの背景から，申請者は成
熟赤血球中に含まれる miRNA を次世代シーケンサーで網羅的に解析し，先天性チアノーゼ心疾患
患者の血球異常症に関連する miRNA を同定することを目的に本研究を行った． 
本学倫理委員会の承認を得たのち，当院にて予定手術を受ける 5 歳未満の小児で，保護者あるい
は代諾者の同意が得られた患者を対象とした．遺伝子異常および炎症性疾患を有する患者，生後 3
ヶ月未満の患者，輸血を 3 ヶ月以内に受けた患者は除外した．全身麻酔導入後，3ml の全血を採取
し，赤血球を分離した．サンプルから miRNA を含む small RNA 分画を抽出して，次世代シーケン
サーIon PGMTMSystem を用いて網羅的解析を行った．ASA physical status class I の非心疾患患者各群
をコントロール群として設定し，チアノーゼ先天性心疾患患者（チアノーゼ群）に加えて，非チア
ノーゼ先天性心疾患患者（非チアノーゼ群）も比較対象とした（各群 10 名）．次に，有意な発現変
化を認めた miRNA について，同様に得られた赤血球サンプルから Total RNA 分画を抽出
し,StepOnePlusTMReal-Time PCR System を使用して定量的 PCR を行った．患者群の設定は前段階と
同様とした（各群 20 名）．以上 2 段階の解析から，先天性チアノーゼ心疾患患者の成熟赤血球中で
は miR-486-3p,miR-486-5p,miR-155-5p の発現が上昇し，非チアノーゼ先天性心疾患では miR-486-5p
の発現上昇、および let-7e-5p,miR-1260a の発現低下が認められることが明らかとなった． 
先 天 性 チ ア ノ ー ゼ 心 疾 患 患 者 の 成 熟 赤 血 球 中 で 発 現 上 昇 が 認 め ら れ る
miR-486-3p,miR-486-5p,miR-155-5p は, 血球分化に深く関与していることが報告されている．
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